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虹のひかり保育園 

【5月の予定】 
  5月  9日（水）合同礼拝（小河牧師のお話）AM10：00～ 
           お話会「こどもの日」 
     16日（水）全園児 春の健康診断 ＡＭ9：00～ 
         （園医の石戸谷先生による健診） 
       17日（木）避難訓練（アルファルファ米をおやつに食べます）  
            19日（土)  保護者会  0,1,2歳児クラス AM9:00~10:20 
              3,4,5歳児クラス AM10 ： 30~11:50 
    24日（木） 5月誕生会 AM10：00～ 
             4、5歳児の誕生児の保護者の方で、出席・昼食希望                                     の方は、

5/17までに連絡帳にてお知らせください。  
            食事代大人1 名300 円は当日事務室にてお支払ください。 
    25日（金） なないろの会（地域交流）ＡＭ 10： 00～ 

       在宅の乳幼児親子を対象に、２階ホールなどで 
       遊んだり、育児相談をします。 

         「みんなで輪をつくろう」写真撮影ＰＭ4：00～ 
          
  【6月の予定】 
      6月 6日 (水）   ありがとうの日礼拝  
        14日 (木） 避難訓練 
        20日 (水） 6月誕生会 ＡＭ10：00～  
        15日 (金）～16日(土） 5歳児お泊り保育 
        21日 (木） プール前健診ＰＭ 9:00~ 
                  22日 (金） なないろの会  AM10:00~ 
        28日 (木）    歯科健診  

【お知らせとお願い】 
・ 「みんなで輪をつくろう」は狛江市の平和事業です。その一環として、  
   園庭で園児が輪になった写真をとり、8月に市役所に掲示します。 
   何かある方は事務室までご相談ください。  
 
・ 運動会の日程は、11/10か17のどちらかまだ狛江三中と検討中です。 
  （中学校の試験中に体育館をお借りしています）ＧＷ明けには決定し、   
  クラスの前に掲示します。 
  
 
・ 今月の裏面は保育補助、調理補助の紹介です。いつも温かくサポート 
  してくれています！玄関にも掲示します。 
  
・ ジャクエツ緊急メール登録まだの方は、登録をお願いします。説明書 
  など必要な時は事務室まで声をかけてください。 
 
・ 正門前の手形のオブジェは2017,2018年度卒園記念制作です。時々懐か 
  しそうに手形を合わせに来てくれます。大切にしていきたいです。 
  よろしくお願いします。 

 教育も建築物も、一番大切なのは土台です。 
そして、一番やり直しがしにくい部分です。 
       
     佐々木 正美「子どもの心の育てかた」（河出書房新社）より  

 
 【５月の聖句と小河牧師よりメッセージ】 
  
 「良い土地に蒔かれたものとは、御言葉を聞いて悟る人。」 
                               （マタイによる福音書13章23節) 
 イエス様は神様の国のお話をする時に、多くのたとえを用いて語られました。ある

日、良い土地に蒔かれた種が、何十倍もの実を結ぶと言われました。「種」は神様
の御言葉で、「良い土地」とは神様の御言葉を心を開いて受け入れ、その教えを
悟り、行おうとする人のことです。その人は神様からたくさんの祝福をいただき、人
間の想像を超えた多くの実を結ぶと約束されました。私たちも神様の祝福をたくさ
んいただきましょう。                 祖師谷教会牧師 小河由美子                                                             

 5月のさわやかな風が吹いてくるようになると、子ども達もますます活発にな

り、いろいろな姿を見せてくれます。新入園児は、約一か月の園生活で自分を
出せるようになり、笑顔が増える子、反対に現実がわかり時々泣く子などそれ
ぞれの理解の様子を示しています。 
上記の文は児童精神科医の佐々木先生の遺稿をまとめた本から抜粋しまし
た。人格を建築物にたとえ、「保育園や幼稚園は、家庭でつくった土台の上に、
ゆっくり柱を立て、床を張るところです。小学校で壁をつくり、中学校で屋根を
ふき、高校でインテリアを整える。大学は、家具の入れ替えのようなもの。」 
「良い建築物になるか、不安定な建築物になるかは、土台で決まります。基礎
工事の手抜きや失敗を修理、修正するのは建築物と同様非常に難しいで
す。」と言っています。 やり直しの難しい土台作りは、保育園と家庭で力を合
わせていきたいですね。その子固有の人間としてのあり方＝人格（パーソナリ
ティ）をしっかりと育てていくことを佐々木先生はすすめています。受け止め、
励まし、送り出すという日々の営みを、保護者の方と保育者とよく相談し、役割
分担をしながら、子ども達の育てに関わっていきたいです。 

園長 吉岡 恵                                                            
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